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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素がマトリクス状に配設されたマトリクス表示装置であって、
　上記複数の画素に表示画像に応じた表示画像電圧をそれぞれ供給する複数のデータ信号
線と、
　上記データ信号線により供給される表示画像電圧を上記複数の画素に供給するために上
記複数の画素を走査する複数の走査信号線とを備え、
　上記画素に表示画像電圧を供給する所定時間前に当該画素に表示画像電圧とは異なる予
備書込み電圧を供給するようにし、かつ上記画素に供給される表示画像電圧に係る表示画
像にてコントラストの低下が発生する場合には当該画素に対する上記予備書込み電圧の供
給を停止し、
　上記予備書込み電圧を、上記データ信号線を介して上記画素に供給し、
　上記表示画像電圧を上記画素に供給するための表示画像書込み信号と、上記表示画像書
込み信号とは信号幅が異なり、上記予備書込み電圧を上記画素に供給するための予備書込
み信号とを、上記走査信号線により上記画素に供給し、
　上記表示画像電圧と上記予備書込み電圧との何れか一方を選択し、選択した電圧を上記
データ信号線を介して上記画素に供給するためのスイッチング回路と、
　上記表示画像書込み信号を生成するパルス生成回路と、
　上記パルス生成回路により生成された上記表示画像書込み信号を所定の信号でマスクし
て上記予備書込み信号を生成するパルスマスク回路とをさらに備えたことを特徴とするマ
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トリクス表示装置。
【請求項２】
　上記予備書込み電圧は、一定の電圧であることを特徴とする請求項１に記載のマトリク
ス表示装置。
【請求項３】
　上記データ信号線は、上記予備書込み電圧を供給した後、上記予備書込み電圧から電圧
を切り換えて上記表示画像電圧を供給するように駆動されることを特徴とする請求項１に
記載のマトリクス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、マトリクス表示装置に関し、特に、表示画素がマトリクス状に配設された液
晶表示装置に用いて好適なものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、表示装置の省エネルギー（低消費電力化）および省スペース（小型化）の要求によ
り、従来のＣＲＴに代わり、表示画素がマトリクス状に配置された液晶表示装置等のマト
リクス表示装置が普及してきた。上記液晶表示装置をモニタとして用いたデスクトップ型
のパーソナル・コンピュータや液晶テレビ等が普及してきた。
【０００３】
例えば、マトリクス表示装置の１つである液晶表示装置は、複数のスキャンラインと複数
のデータラインとがマトリクス状に配列され、上記スキャンラインとデータラインとの交
差部に画像を表示するための表示画素が配設されていた。上記液晶表示装置では、上記ス
キャンラインおよびデータラインを駆動し、上記スキャンラインにより１表示ライン毎に
順次走査して、表示する画像の階調に応じた表示データ電圧を上記データラインを介して
各表示画素に印加していた。このようにして、液晶表示装置は、各表示画素に対応する液
晶に上記表示データ電圧を印加して上記液晶を配向させ、バックライトの光の透過を制御
することで所望の画像を表示していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような従来の液晶表示装置においては、液晶が表示データ電圧を
印加されてから、それに応じた配向を実際に示す（応答する）までの液晶の応答速度は、
図１０に示すように応答前後の表示画像の階調、すなわち応答前後に液晶に印加する表示
データ電圧に応じてばらつきがあるという問題があった。
【０００５】
図１０は、表示画像の階調変化に対する液晶の応答速度の一例を示す図である。
図１０において、応答前の表示画像の階調値を縦方向に示し、応答後、すなわち表示すべ
き表示画像の階調値を横方向に示している。表示画像の階調値は、“１”が黒を表示し、
“６４”が白を表示するものとする。表示画像の階調値“１６”、“３２”および“４８
”は、黒と白との中間の階調であり、階調値が大きくなるに従い、表示画像は明るくなる
（白に近づく）。
【０００６】
また、応答前および応答後の表示画像の階調値が交差するそれぞれの欄に、階調変化に対
する液晶の応答速度を記号Ａ～Ｅにて示している。記号Ａ～Ｅは、記号Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→
Ｅの順に応答速度が遅くなることを示しており、記号Ａが最も応答速度が速く、記号Ｅが
最も応答速度が遅い。
【０００７】
図１０において、例えば、応答前の表示画像の階調値が“１”、応答後の表示画像の階調
値が“３２”の場合には、液晶の応答速度は最も遅い（記号Ｅ）。また、例えば、応答後
の表示画像の階調値が“６４”の場合には、応答前の表示画像の階調値にかかわらず、液
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晶の応答速度は最も速い（記号Ａ）。
【０００８】
このように、液晶の応答速度は、応答前後の表示画像の階調に応じてばらつきがあるため
、従来の液晶表示装置において動画像を表示する場合には、液晶の応答速度のばらつきに
よって残像が発生し、表示画像が明瞭に見えないという問題があった。
【０００９】
この液晶の応答速度のばらつきによって発生する残像を抑制する１つの方法として、液晶
表示装置のバックライトを表示中にＯＮ－ＯＦＦ制御し、バックライトをＣＲＴのように
駆動してパルス状に点灯させることにより、観察者の目に見える残像を抑制する方法があ
った。しかしながら、上記方法は、液晶表示装置の液晶自体の応答速度がある階調変化に
対しては非常に遅いため、観察者の目に見える残像の抑制に高い効果は得られなかった。
【００１０】
本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、応答前後の表示画像の
階調にかかわらず表示装置における応答速度を速くし、表示画像を速やかに表示すること
ができるようにすることを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明のマトリクス表示装置は、マトリクス状に配設された複数の画素に表示画像に応
じた表示画像電圧をそれぞれ供給する複数のデータ信号線と、上記表示画像電圧を上記複
数の画素に供給するために上記複数の画素を走査する複数の走査信号線とを備え、上記画
素に表示画像電圧を供給する所定時間前に当該画素に表示画像電圧とは異なる予備書込み
電圧を供給するようにし、かつ上記画素に供給される表示画像電圧に係る表示画像にてコ
ントラストの低下が発生する場合には当該画素に対する上記予備書込み電圧の供給を停止
し、上記予備書込み電圧を、上記データ信号線を介して上記画素に供給し、上記表示画像
電圧を上記画素に供給するための表示画像書込み信号と、上記表示画像書込み信号とは信
号幅が異なり、上記予備書込み電圧を上記画素に供給するための予備書込み信号とを、上
記走査信号線により上記画素に供給し、上記表示画像電圧と上記予備書込み電圧との何れ
か一方を選択し、選択した電圧を上記データ信号線を介して上記画素に供給するためのス
イッチング回路と、上記表示画像書込み信号を生成するパルス生成回路と、上記パルス生
成回路により生成された上記表示画像書込み信号を所定の信号でマスクして上記予備書込
み信号を生成するパルスマスク回路とをさらに備えたことを特徴としている。
　上記のように構成した本発明によれば、表示画像の階調変化に対して速やかに応答可能
な電圧を予備書込み電圧として上記画素に供給することで、応答後の表示画像の階調にか
かわらず応答速度を速くすることができるようになる。また、画素に供給される表示画像
電圧に係る表示画像にてコントラストが低下してしまう場合には当該画素に対する予備書
込み電圧の供給を停止することで、表示画像のコントラストの低下を抑止することができ
るようになる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
（第１の実施形態）
図１は、本発明の第１の実施形態によるマトリクス表示装置を適用した液晶表示装置の一
構成例を示すブロック図である。
図１において、１は信号源であり、表示部（液晶パネル）１３に画像を表示させるための
クロック信号および表示信号等を制御回路２に供給する。
【００１３】
制御回路２は、ゲート駆動回路８、データ駆動回路９等を制御するためのものであり、タ
イミングコントローラ３およびゲート制御信号生成回路４を備えている。タイミングコン
トローラ３は、上記信号源１から供給されるクロック信号および表示信号等に基づいて、
スイッチング用パルスＳＰを生成し基準電圧作成回路６に出力する。また、タイミングコ
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ントローラ３は、上記信号源１から供給されるクロック信号および表示信号等に基づいて
、ゲート制御信号を生成するための信号をゲート制御信号生成回路４に出力する。
【００１４】
さらに、タイミングコントローラ３は、上記信号源１から供給されるクロック信号および
表示信号等に基づいて、データ駆動回路９を制御する制御信号ＣＴＬ１、ゲート駆動回路
８およびデータ駆動回路９をそれぞれ動作させるためのクロック信号ＣＬＫ２、ＣＬＫ１
を生成し出力する。
【００１５】
ゲート制御信号生成回路４は、タイミングコントローラ３から供給される信号に基づいて
、ゲート駆動回路８を制御する制御信号ＣＴＬ２を生成し出力する。基準電圧作成回路６
は、電源回路７から供給される電圧を抵抗等を用いて分圧し、分圧により得られた数種の
基準電圧および電源回路７から供給される予備書込み電圧をデータ駆動回路９に供給する
。
【００１６】
ゲート駆動回路８は、画素にデータ（電圧）を取り込むタイミングを形成する複数のゲー
トドライバ１０－１～１０－ｎ（ｎは自然数）により構成される。ゲートドライバ１０－
１～１０－ｎは、タイミングコントローラ３から供給されるクロック信号ＣＬＫ２および
ゲート信号生成回路４から供給される制御信号ＣＴＬ２に基づいて、表示部１３の各スキ
ャンラインをそれぞれ駆動することにより、表示部１３が有する複数のスキャンラインを
順次駆動する。
【００１７】
データ駆動回路９は、画素にデータ（電圧）を印加する複数のデータドライバ１１－１～
１１－ｍ（ｍは自然数）により構成される。データドライバ１１－１～１１－ｍは、タイ
ミングコントローラ３から供給されるクロック信号ＣＬＫ１および制御信号ＣＴＬ１に基
づいて、表示部１３の各データラインに表示データ等に応じた電圧を印加する。
【００１８】
表示部１３は、複数のスキャンラインと複数のデータラインとがマトリクス状に配列され
、上記スキャンラインとデータラインとの交差部に画像を表示するための画素が配設され
ている。上記スキャンラインおよびデータラインが、上述した複数のゲートドライバ１０
－１～１０－ｎおよび複数のデータドライバ１１－１～１１－ｍによりそれぞれ駆動制御
され、信号源１から供給された表示信号に係る画像が表示部１３に表示される。
【００１９】
なお、図１においては、説明の便宜上、スキャンラインＧ１～Ｇｎ、データラインＤＬ、
およびスキャンラインＧ１～ＧｎとデータラインＤＬとの交差部に配設される画素１２－
１～１２－ｎのみ示している。
【００２０】
画素１２－１～１２－ｎは、ＭＯＳトランジスタとコンデンサとによりそれぞれ構成され
る。ＭＯＳトランジスタのゲートはスキャンラインに接続され、ドレイン（ソース）はデ
ータラインに接続され、ソース（ドレイン）はコンデンサの一方の電極に接続される。ま
た、コンデンサの他方の電極は、コモン電圧ＶＣを供給するコモン電極に接続される。
【００２１】
図２は、図１に示した液晶表示装置にて、複数のゲートドライバ１０－１～１０－ｎおよ
び複数のデータドライバ１１－１～１１－ｍによりスキャンラインおよびデータラインを
それぞれ駆動する際の駆動波形の一例を示す図である。図２（Ａ）は、表示データ書込み
時の駆動波形であり、図２（Ｂ）は、予備書込み時の駆動波形である。
【００２２】
図２（Ａ）において、ＳＬＷ１はスキャンラインの駆動波形であり、ＤＰは表示データ書
込みパルスである。また、ＤＬＷはデータラインの駆動波形であり、ＲＶは予備書込み電
圧、ＤＶは表示データ電圧である。このように本実施形態では、データラインに印加する
データ波形は、従来、表示データ電圧ＤＶのみであったものを、データ波形の一部を所定
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の時間だけ予備書込み電圧ＲＶにし、その後表示データ電圧ＤＶにする。なお、予備書込
み電圧ＲＶは、図９に示すように、応答後の表示画像の階調値にかかわらず、階調変化に
対する応答速度が常に最も速い階調値“６４”、すなわち白データに相当する電圧である
ことが望ましい。
【００２３】
図２（Ａ）に示すように、表示データ書込み時にスキャンラインに供給される表示データ
書込みパルスＤＰは、データラインに表示データ電圧ＤＶが印加されている時刻ＬＤにて
立下ることで、画素に対して表示データ電圧ＤＶを供給する（書き込む）。
【００２４】
　図２（Ｂ）において、図２（Ａ）と同様にＳＬＷ２はスキャンラインの駆動波形であり
、ＤＬＷはデータラインの駆動波形である。また、ＰＰは予備書込みパルスである。予備
書込み時には、スキャンラインに供給される予備書込みパルスＰＰは、データラインに予
備書込み電圧ＲＶが印加されている時刻ＬＲにて立下ることで、画素に対して予備書込み
電圧ＲＶを供給する（書き込む）。
【００２５】
ここで、表示データ電圧ＤＶおよび予備書込み電圧ＲＶは、図３に示すようにして生成さ
れる。
図３は、データラインの駆動動作において、表示データ電圧ＤＶおよび予備書込み電圧Ｒ
Ｖを生成する動作を説明するための図である。なお、この図３において、上記図１に示し
たブロック等と同一の機能を有するブロック等には同一の符号を付している。
【００２６】
図３において、基準電圧作成回路６は、分圧回路３１およびスイッチング回路３２により
構成される。分圧回路３１は、電源回路７から供給される電圧を抵抗等を用いて分圧し、
スイッチング回路３２に供給する。スイッチング回路３２は、２つの入力端子と１つの出
力端子をそれぞれ備える複数の３端子スイッチＳＷ１～ＳＷ５により構成される。
【００２７】
３端子スイッチＳＷ１～ＳＷ５の１つの入力端子には、分圧回路３１から供給される分圧
により得られた互いに異なる基準電圧がそれぞれ供給され、他の入力端子には、電源回路
７から供給される予備書込み電圧ＲＶが供給される。また、３端子スイッチＳＷ１～ＳＷ
５は、制御回路２から供給されるスイッチング用パルスＳＰにより同期して制御される。
したがって、分圧により得られた互いに異なる基準電圧、または予備書込み電圧ＲＶの何
れか一方が電圧ＶＢ１～ＶＢ５として３端子スイッチＳＷ１～ＳＷ５からデータ駆動回路
９内のデータドライバ１１－３に供給される。
【００２８】
データドライバ１１－３は、抵抗分圧回路３３および駆動回路３４により構成される。抵
抗分圧回路３３は、基準電圧作成回路６から供給される電圧ＶＢ１～ＶＢ５を抵抗分圧し
、６４階調の電圧を生成し駆動回路３４に供給する。駆動回路３４は、制御回路２から供
給される制御信号ＣＴＬ１に含まれるデータ制御信号ＤＣＴＬに応じて、抵抗分圧回路３
３から供給される電圧の何れか１つの電圧をデータラインＤＬに出力する。
【００２９】
したがって、データドライバ１１－３は、基準電圧作成回路６から供給された電圧ＶＢ１
～ＶＢ５が分圧により得られた互いに異なる基準電圧の場合には、６４階調の電圧の何れ
か１つの電圧をデータラインＤＬに出力する。一方、データドライバ１１－３は、供給さ
れた電圧ＶＢ１～ＶＢ５が予備書込み電圧ＲＶの場合には、予備書込み電圧をデータライ
ンＤＬに出力する。
【００３０】
なお、図３においては、電源回路７から基準電圧作成回路６内のスイッチング回路３２に
通常の電圧と区別して、予備書込み電圧ＲＶを供給するようにしているが、分圧回路３１
により得られた基準電圧の何れか（例えば、最も高い電圧値を示す電圧）を予備書込み電
圧ＲＶとしてスイッチング回路３２に供給するようにしても良い。また、本実施形態では
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、表示部１３にて表示可能な階調が６４階調である場合を示しているが、表示部１３にて
表示可能な階調が２５６階調の場合には、抵抗分圧回路３３にて、電圧ＶＢ１～ＶＢ５を
２５６階調に抵抗分圧すれば良い。
【００３１】
また、図２（Ａ）および（Ｂ）に示す表示データ書込みパルスＤＰおよび予備書込みパル
スＰＰは、図４（Ａ）および（Ｂ）に示すようにして生成される。
【００３２】
図４（Ａ）は、スキャンラインの駆動動作において、表示データ書込みパルスＤＰおよび
予備書込みパルスＰＰを生成する動作を説明するための図である。
図４（Ａ）において、１０はゲートドライバであり、ゲートパルス生成回路４１およびゲ
ートパルスマスク回路４２を備えている。ゲートパルス生成回路４１は、制御回路２から
供給されるクロック信号ＣＬＫ２および制御信号ＣＴＬ２に基づいて、表示データ書込み
パルスＤＰに相当するゲートパルスＧＰを生成しゲートパルスマスク回路４２に供給する
。
【００３３】
ゲートパルスマスク回路４２は、制御回路２から供給されるクロック信号ＣＬＫ２および
制御信号ＣＴＬ２に基づいて、ゲートパルス生成回路４１から供給されたゲートパルスＧ
Ｐに対してマスク処理を行うか否か判断する。さらに、ゲートパルスマスク回路４２は、
判断結果に応じてゲートパルスＧＰにマスク処理を行い、スキャンラインに出力する。
【００３４】
具体的には、ゲートパルスマスク回路４２は、制御回路２から供給される制御信号ＣＴＬ
２等に基づいて、表示データ書込みを行うためにスキャンラインを走査するか、予備書込
みを行うためにスキャンラインを走査するかを判断する。上記判断の結果、ゲートパルス
マスク回路４２は、表示データ書込みを行うと判断した場合には、ゲートパルスＧＰにマ
スク処理を施さず、表示データ書込みパルスＤＰとして出力する。一方、ゲートパルスマ
スク回路４２は、予備書込みを行うと判断した場合には、ゲートパルスＧＰにマスク処理
を施し、予備書込みパルスＰＰとして出力する。
【００３５】
図４（Ｂ）は、表示データ書込みパルスＤＰおよび予備書込みパルスＰＰの生成原理を説
明するための図である。
図４（Ｂ）において、ＰＣＴＬ１～３は、制御信号ＣＴＬ２に含まれるパルス制御信号で
あり、例えば、図４（Ｂ）に示すようにパルス制御信号ＰＣＴＬ１の１クロック後（時刻
Ｔ２）にパルス制御信号ＰＣＴＬ２が出力され、パルス制御信号ＰＣＴＬ２の１クロック
後（時刻Ｔ３）にパルス制御信号ＰＣＴＬ３が出力される。
【００３６】
　時刻Ｔ１にて、パルス制御信号ＰＣＴＬ１の立ち上がりとともに、ゲートパルス生成回
路４１にて２クロック幅のゲートパルスＧＰが生成される。表示データ書込みを行う場合
には、生成されたゲートパルスＧＰは、ゲートパルスマスク回路４２にて何ら処理が施さ
れずに、表示データ書込みパルスＤＰとして出力される。一方、予備書込みを行う場合に
は、生成されたゲートパルスＧＰは、ゲートパルスマスク回路４２にてパルス制御信号Ｐ
ＣＴＬ２を用いてゲートパルスＧＰの斜線部ＭＰに対してマスク処理が施され、表示デー
タ書込みパルスＤＰよりもパルス幅の短い予備書込みパルスＰＰとして出力される。
【００３７】
次に、図１に示した液晶表示装置の動作について説明する。
なお、以下の説明では、表示部１３におけるスキャンラインおよびデータラインの駆動動
作のみについて説明する。
図５は、図１に示した液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。通常、液晶
表示装置では、コモン電圧ＶＣに対して正電圧で駆動する正フィールドと負電圧で駆動す
る負フィールドが存在するが、図５においては説明の便宜上、正フィールドにおける３つ
のスキャンラインと１つのデータラインの駆動波形のみを示している。なお、負フィール
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ドにおいては、コモン電圧に対する電圧極性が逆となるだけで、図５に示す駆動波形と同
様である。
【００３８】
図５に示すように、データラインＤＬは、一定の電圧値である予備書込み電圧ＲＶの印加
後に、表示データに応じた電圧値である表示データ電圧ＤＶを印加するように駆動される
。また、１組の予備書込み電圧ＲＶと表示データ電圧ＤＶとが、コモン電圧ＶＣに対して
交互（正電圧→負電圧→正電圧→…）になるように駆動される。
【００３９】
図５において、まずスキャンラインＧ１に予備書込みパルスＰＰ１が供給されると、時刻
ＬＲ１にて予備書込みパルスＰＰ１が立ち下がることによりスキャンラインＧ１とデータ
ラインＤＬとの交差部に配設された画素に予備書込み電圧ＲＶが供給される。これにより
、スキャンラインＧ１とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶に
は、予備書込み電圧ＲＶが印加される。
【００４０】
次に、同様に、スキャンラインＧ２に予備書込みパルスＰＰ３が供給されると、時刻ＬＲ
２にて予備書込みパルスＰＰ３が立ち下がることにより、スキャンラインＧ２とデータラ
インＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶に、予備書込み電圧ＲＶが印加され
る。
【００４１】
さらに、スキャンラインＧ１に表示データ書込みパルスＤＰ１が供給されるとともに、ス
キャンラインＧ３に予備書込みパルスＰＰ５が供給される。このとき、まず、時刻ＬＲ３
にてスキャンラインＧ３に供給された予備書込みパルスＰＰ５が立ち下がることにより、
スキャンラインＧ３とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶に、
予備書込み電圧ＲＶが印加される。その後、時刻ＬＤ１にてスキャンラインＧ１に供給さ
れた表示データ書込みパルスＤＰ１が立ち下がることにより、スキャンラインＧ１とデー
タラインＤＬとの交差部に配設された画素に表示データ電圧ＤＶが供給される。これによ
り、スキャンラインＧ１とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶
には、表示データ電圧ＤＶが印加され、表示データ電圧ＤＶに応じた階調の画像が表示さ
れる。
【００４２】
さらに、スキャンラインＧ１に予備書込みパルスＰＰ１が供給された後、１フレーム期間
ＦＴが経過すると再び、スキャンラインＧ１に予備書込みパルスＰＰ２が供給され、時刻
ＬＲ４にて予備書込みパルスＰＰ２が立ち下がることにより、スキャンラインＧ１とデー
タラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶に、再び予備書込み電圧ＲＶが
印加される。
その後、同様に、スキャンラインＧ２に予備書込みパルスＰＰ４が供給されることにより
、時刻ＬＲ５にてスキャンラインＧ２とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に
対応する液晶に、予備書込み電圧ＲＶが再び印加される。
【００４３】
続いて、スキャンラインＧ１に表示データ書込みパルスＤＰ２が供給されるとともに、ス
キャンラインＧ３に予備書込みパルスＰＰ６が供給されることで、まず、時刻ＬＲ６にて
スキャンラインＧ３とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶に、
予備書込み電圧ＲＶが印加された後、時刻ＬＤ３にてスキャンラインＧ１とデータライン
ＤＬとの交差部に配設された画素に表示データ電圧ＤＶが供給される。
上述した動作を繰り返すことにより、表示部１３に所望の表示画像を表示する。
【００４４】
ここで、図５において、ＰＣ１、ＰＣ２は予備書込み期間である。予備書込み期間ＰＣ１
、ＰＣ２は、画素に予備書込み電圧ＲＶを印加した（画素が予備書込み電圧ＲＶを取り込
んだ）後に、画素に表示データ電圧ＤＶを印加する（画素が表示データ電圧ＤＶを取り込
む）までの時間である。上記予備書込み期間ＰＣ１、ＰＣ２は、印加した予備書込み電圧
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ＲＶに応じて表示される画像を、観察者が認識できないように１～３ｍｓ程度が望ましい
。
【００４５】
以上、詳しく説明したように本実施形態によれば、複数のデータラインと複数のスキャン
ラインとがマトリクス状に配置され、上記データラインと上記スキャンラインとの交差部
に画素が配設され液晶表示装置にて、データラインおよびスキャンラインにより表示デー
タ電圧ＤＶを画素に供給するよりも、予備書込み期間だけ前に、応答後の表示画像の階調
値にかかわらず階調変化に対する応答速度が速い階調値の予備書込み電圧ＲＶを画素に供
給する。
【００４６】
これにより、表示データ電圧ＤＶを画素に供給する際には、応答後の表示画像の階調値に
かかわらず階調変化に対する応答速度が速い予備書込み電圧ＲＶが画素に常に供給されて
いるので、応答後の表示画像の階調値、すなわち表示データ電圧ＤＶにかかわらず液晶表
示装置を構成する液晶の応答速度を速くすることができ、表示画像を速やかに表示部１３
に表示することができる。したがって、従来の液晶表示装置にて発生していた応答前後の
表示画像の階調に依存した液晶の応答速度のばらつきがなくなり、動画像を表示したとし
ても残像が発生せず、表示画像を鮮明に表示することができる。
【００４７】
（第２の実施形態）
上述した第１の実施形態における液晶表示装置においては、例えば、黒画像を表示する表
示データを画素に対して供給する場合、予備書込み動作にて予備書込み電圧ＲＶを画素に
対して供給すると表示画像のコントラストが低下してしまうことがある。そこで、第２の
実施形態によるマトリクス表示装置を適用した液晶表示装置では、画素に対して供給する
表示データ（表示データ電圧ＤＶ）に応じて、予備書込み電圧ＲＶを印加するようにして
、表示画像のコントラストの低下が発生する表示データである場合には、予備書込み電圧
ＲＶとは異なる電圧、例えば表示データ電圧ＤＶを印加するようにしたものである。
【００４８】
図６は、本発明の第２の実施形態によるマトリクス表示装置を適用した液晶表示装置の一
構成例を示すブロック図である。
なお、この図６において、図１に示したブロック等と同一の機能を有するブロック等には
同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００４９】
図６において、制御回路２’は、タイミングコントローラ３およびゲート制御信号生成回
路４に加え、さらにメモリ５１を有している。メモリ５１は、表示画像のコントラストが
低下する表示信号が信号源５１からタイミングコントローラ３に供給されたとき、その表
示信号に係る表示データを読み込む。また、メモリ５１は、表示画像のコントラストが低
下する表示データが供給される画素に対して、予備書込み動作において予備書込み電圧Ｒ
Ｖを供給しないように基準電圧作成回路６およびデータ駆動回路９に指示する。具体的に
は、メモリ５１は、表示画像のコントラストが低下する表示データが供給される画素にて
本来予備書込み動作を行うタイミングにおいて、予備書込み電圧ＲＶを供給しないように
基準電圧作成回路６およびデータ駆動回路９に指示する。
【００５０】
上記指示に応じて、基準電圧作成回路６およびデータ駆動回路９は、本来予備書込み動作
を行うタイミングにて、予備書込み電圧ＲＶと異なる電圧（例えば、表示データ電圧ＤＶ
）を供給するようにデータドライバ１１－１～１１－ｍに指示し、予備書込み電圧ＲＶが
画素に対して供給されることを抑止する。
【００５１】
次に、図６に示した液晶表示装置の動作について説明する。
なお、以下の説明では、表示部１３におけるスキャンラインおよびデータラインの駆動動
作のみについて説明する。



(9) JP 4187962 B2 2008.11.26

10

20

30

40

50

【００５２】
図７は、図６に示した液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。なお、図７
においては、説明の便宜上、図５と同様に、正フィールドにおける３つのスキャンライン
と１つのデータラインの駆動波形のみを示している。
図７において、予備書込み動作にて予備書込み電圧を印加した後、表示データ電圧を印加
する場合の動作については、図５に示した第１の実施形態における液晶表示装置と同じで
あるので説明は省略する。
【００５３】
図７の表示データ部６２にて表示画像のコントラストが低下する表示データの表示データ
電圧ＤＶが供給されるとする。この表示データ部６２は、表示データ書込みパルスＤＰ４
が立ち下がる時刻ＬＤ４にて、スキャンラインＧ２とデータラインＤＬとの交差部に配設
された画素に対応する液晶に印加される表示データ電圧である。
【００５４】
このような場合、第２の実施形態における液晶表示装置では、表示データ部６２に対応す
る予備書込み動作を行う予備書込み部６１にて、スキャンラインＧ２とデータラインＤＬ
との交差部に配設された画素に対して予備書込み電圧ＲＶが印加されないように制御する
。
すなわち、スキャンラインＧ２に予備書込みパルスＰＰ４が供給されるとき、制御回路２
’は、データラインＤＬにて予備書込み電圧ＲＶを印加せず、表示データ電圧ＤＶが印加
されるように基準電圧作成回路６およびデータドライバ１１－１～１１－ｍを制御する。
【００５５】
したがって、スキャンラインＧ２に供給された予備書込みパルスＰＰ４が立ち下がる時刻
ＬＲ５にて、スキャンラインＧ２とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素には異
なるスキャンラインの画素に供給する表示データ電圧ＤＶが供給される。これにより、ス
キャンラインＧ２とデータラインＤＬとの交差部に配設された画素に対応する液晶には、
表示データ電圧ＤＶが印加される。
【００５６】
これにより、予備書込み動作にて予備書込み電圧ＲＶを供給すると、表示画像のコントラ
ストが低下してしまう表示データ電圧ＤＶを供給する場合には、予備書込み動作にて予備
書込み電圧ＲＶを印加しないようにして、表示画像のコントラストの低下を抑止すること
ができる。
【００５７】
なお、本実施形態では、表示画像のコントラストの低下を抑止するために、表示画像のコ
ントラストの低下が発生する表示データ電圧ＤＶを画素に対して供給する場合、予備書込
み動作にて予備書込み電圧ＲＶを印加しないようにデータラインの駆動波形を制御したが
、データラインの駆動波形を制御せずにスキャンラインの駆動波形を制御するようにして
も良い。
【００５８】
具体的には、表示画像のコントラストの低下が発生する表示信号が信号源５１からタイミ
ングコントローラ３に供給されたとき、その表示信号に係る表示データをメモリ５１に読
み込む。そして、メモリ５１は、表示画像のコントラストが低下する表示データが供給さ
れる画素に対して、予備書込み動作を行わないようにゲート制御信号生成回路４に指示す
る。この指示に基づいて、ゲート制御信号生成回路４は、本来予備書込み動作を行うタイ
ミングにおいて、予備書込みパルスＰＰを出力しないようにゲートドライバ１０－１～１
０－ｎに指示するようにしても良い。
【００５９】
また、本実施形態では、表示画像のコントラストの低下を抑止するために、表示画像のコ
ントラストの低下が発生する表示データ電圧ＤＶを画素に対して供給する場合、予備書込
み動作にて予備書込み電圧ＲＶの代わりに表示データ電圧ＤＶを用いているが、表示デー
タ電圧ＤＶに限らず、表示画像のコントラストの低下が発生しないように一定の電圧であ
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れば良い。
【００６０】
また、上述した第１および第２の実施形態においては、１つの表示データ書込みパルスＤ
Ｐに対して、予備書込み期間ＰＣ１、ＰＣ２前に１つの予備書込みパルスＰＰを供給する
ようにしているが、予備書込み期間ＰＣ１、ＰＣ２中に複数の予備書込みパルスＰＰを供
給するようにしても良い。例えば、図８に示すように、例えば、表示データ書込みパルス
ＤＰ１に対する予備書込み期間ＰＣ１中に２回の予備書込みパルスＰＰ１、ＰＰ１’を供
給するようにして、予備書込み期間ＰＣ１、ＰＣ２中に２回の予備書込みパルスＰＰを供
給するようにしても良い。
【００６１】
このように、予備書込み期間中に複数の予備書込みパルスＰＰを供給するようにした場合
には、予備書込み電圧ＲＶ（例えば白を表示する電圧）を安定した状態で保持することが
でき、表示データ電圧ＤＶを書き込んだ際の応答速度を安定して速くすることができる。
【００６２】
また、上述した第１および第２の実施形態においては、データラインに印加する予備書込
み電圧ＲＶおよび表示データ電圧ＤＶを基準電圧作成回路６およびデータドライバ１１－
３にて作成するようにしていたが、データドライバ１１－３のみで作成するようにしても
良いし、他の回路にて予備書込み電圧ＲＶおよび表示データ電圧ＤＶを作成するようにし
ても良い。
【００６３】
また、上述した第１および第２の実施形態に示した予備書込みパルスＰＰおよび表示デー
タ書込みパルスＤＰに限らず、図９に示すような予備書込みパルスＰＰ－Ａ、ＰＰ－Ｂ、
ＰＰ－Ｃおよび表示データ書込みパルスＤＰ－Ａ、ＤＰ－Ｂ、ＤＰ－Ｃを用いるようにし
ても良い。
【００６４】
図９は、予備書込みパルスおよび表示データ書込みパルスの他の例を示す図である。
図９において、ＰＣＴＬ０～３は、図４（Ｂ）に示した信号と同様のパルス制御信号であ
り、パルス制御信号ＰＣＴＬ１の１クロック後にパルス制御信号ＰＣＴＬ２が出力され、
パルス制御信号ＰＣＴＬ２の１クロック後にパルス制御信号ＰＣＴＬ３が出力される。
【００６５】
予備書込みパルスＰＰ－Ａは、パルス制御信号ＰＣＴＬ１の立ち上がりとともに、ゲート
パルス生成回路４１にて生成される２クロック幅のゲートパルスＧＰの位相を１クロック
前にずらしたものである。この予備書込みパルスＰＰ－Ａは、タイミングコントローラ３
の制御により、ゲート制御信号生成回路４からパルス制御信号ＰＣＴＬ１を通常よりも１
クロック早く（時刻Ｔ０にて）出力する、すなわちパルス制御信号ＰＣＴＬ０により生成
することができる。
【００６６】
また、表示データ書込みパルスＤＰ－Ａは、時刻Ｔ１にてパルス制御信号ＰＣＴＬ１の立
ち上がりとともに、ゲートパルス生成回路４１にて生成される２クロック幅のゲートパル
スＧＰを、パルス制御信号ＰＣＴＬ１を用いてゲートパルスマスク回路４２にてマスク処
理することにより生成することができる。
【００６７】
このような予備書込みパルスＰＰ－Ａ、表示データ書込みパルスＤＰ－Ａを用いたとして
も、データラインＤＬにより印加される電圧ＲＶ、ＤＶを画素に供給するタイミングであ
る予備書込みパルスＰＰ－Ａ、表示データ書込みパルスＤＰ－Ａの立下るタイミング（そ
れぞれ時刻Ｔ２、Ｔ３）は変化しないため、上述した第１および第２の実施形態に示した
液晶表示装置と同様に動作させることができる。
【００６８】
同様に、パルス制御信号ＰＣＴＬ０の立ち上がりとともに生成される２クロック幅のゲー
トパルスＧＰによる予備書込みパルスＰＰ－Ｂ、およびパルス制御信号ＰＣＴＬ０の立ち
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上がりとともに生成される２クロック幅のゲートパルスＧＰの位相を１クロック後にずら
したものあるいはパルス制御信号ＰＣＴＬ１の立ち上がりとともに生成される２クロック
幅のゲートパルスＧＰによる表示データ書込みパルスＤＰ－Ｂを用いても、上述した第１
および第２の実施形態に示した液晶表示装置と同様に動作させることができる。
【００６９】
また、同様に、パルス制御信号ＰＣＴＬ１の立ち上がりとともに生成される２クロック幅
のゲートパルスＧＰを、パルス制御信号ＰＣＴＬ２およびＰＣＴＬ１を用いてそれぞれマ
スク処理して得られる予備書込みパルスＰＰ－Ｃおよび表示データ書込みパルスＤＰ－Ｃ
を用いても、上述した第１および第２の実施形態に示した液晶表示装置と同様に動作させ
ることができる。
このように、予備書込みパルスＰＰ、表示データ書込みパルスＤＰには、時刻Ｔ２、Ｔ３
にてそれぞれ立下る任意のパルス信号を用いることができる。
【００７０】
また、上述した第１および第２の実施形態においては、液晶表示装置を一例として示した
が、本発明は液晶表示装置に限らず、ＰＤＰ（Plasma Display Panel：プラズマディスプ
レイパネル）、ＥＬ（Electro Luminescence：エレクトロ・ルミネセンス）装置、表示部
にＬＥＤ（Light Emitting Diode：発光ダイオード）を用いた表示装置等のマトリクス表
示装置に適用することができるものである。
【００７１】
なお、上記実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化のほんの一例を示し
たものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないも
のである。すなわち、本発明はその技術思想、またはその主要な特徴から逸脱することな
く、様々な形で実施することができる。
本発明の諸態様を付記として以下に示す。
【００７２】
（付記１）複数の画素がマトリクス状に配設されたマトリクス表示装置であって、
上記複数の画素に表示画像に応じた表示画像電圧をそれぞれ供給する複数のデータ信号線
と、
上記データ信号線により供給される表示画像電圧を上記複数の画素に供給するために上記
複数の画素を走査する複数の走査信号線とを備え、
上記画素に表示画像電圧を供給する所定時間前に、当該画素に表示画像電圧とは異なる予
備書込み電圧を供給するようにしたことを特徴とするマトリクス表示装置。
【００７３】
（付記２）上記予備書込み電圧は、一定の電圧であることを特徴とする付記１に記載のマ
トリクス表示装置。
（付記３）上記予備書込み電圧は、上記データ信号線を介して上記画素に供給することを
特徴とする付記１に記載のマトリクス表示装置。
（付記４）上記表示画像電圧と上記予備書込み電圧との何れか一方を選択し、選択した電
圧を上記データ信号線を介して上記画素に供給するためのスイッチング回路をさらに備え
たことを特徴とする付記３に記載のマトリクス表示装置。
（付記５）上記データ信号線は、上記予備書込み電圧を供給した後、上記予備書込み電圧
から電圧を切り換えて上記表示画像電圧を供給するように駆動されることを特徴とする付
記３に記載のマトリクス表示装置。
【００７４】
（付記６）上記走査信号線は、上記表示画像電圧を上記画素に供給するための表示画像書
込み信号と、上記予備書込み電圧を上記画素に供給するための予備書込み信号とを上記画
素に供給することを特徴とする付記３に記載のマトリクス表示装置。
【００７５】
（付記７）上記表示画像書込み信号および上記予備書込み信号は、パルス状の信号であり
、上記表示画像書込み信号は、上記データ信号線を介して上記表示画像電圧が上記画素に
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供給されているときに立下り、上記表示画像書込み信号は、上記データ信号線を介して上
記予備書込み電圧が上記画素に供給されているときに立下ることを特徴とする付記６に記
載のマトリクス表示装置。
（付記８）上記データ信号線は、上記予備書込み電圧を供給した後、上記予備書込み電圧
から電圧を切り換えて上記表示画像電圧を供給するように駆動され、上記複数の走査信号
線の何れか１つの走査信号線にて上記表示画像書込み信号が供給されるとともに、上記１
つの走査信号線とは異なる少なくとも１つの走査信号線にて上記予備書込み信号が供給さ
れることを特徴とする付記６に記載のマトリクス表示装置。
【００７６】
（付記９）上記表示画像書込み信号と上記予備書込み信号とは、信号幅および位相の少な
くとも一方が異なることを特徴とする付記６に記載のマトリクス表示装置。
（付記１０）上記表示画像書込み信号と上記予備書込み信号とは信号幅が異なり、
上記表示画像書込み信号を生成するパルス生成回路と、
上記パルス生成回路により生成された上記表示画像書込み信号を所定の信号でマスクして
上記予備書込み信号を生成するパルスマスク回路とをさらに備えたことを特徴とする付記
６に記載のマトリクス表示装置。
【００７７】
（付記１１）上記画素に供給される表示画像電圧に係る表示画像にてコントラストの低下
が発生する場合には、当該画素に対する上記予備書込み電圧の供給を停止することを特徴
とする付記１に記載のマトリクス表示装置。
（付記１２）上記予備書込み電圧を上記画素に供給するための予備書込み信号を上記走査
信号線を介して上記画素に供給することを抑止することにより、上記画素に対する上記予
備書込み電圧の供給を停止することを特徴とする付記１１に記載のマトリクス表示装置。
（付記１３）上記表示画像にて発生するコントラストの低下は表示画像電圧によるもので
あり、上記表示画像電圧が所定の値より小さい場合には、画素に対する上記予備書込み電
圧の供給を停止することを特徴とする付記１１に記載のマトリクス表示装置。
（付記１４）上記画素に供給される表示画像電圧に係る表示画像にてコントラストの低下
が発生する場合には、上記予備書込み電圧として上記表示画像電圧を供給することを特徴
とする付記１に記載のマトリクス表示装置。
【００７８】
（付記１５）複数のデータ信号線と複数の走査信号線の交点に複数の画素がマトリクス状
に配設されたマトリクス表示装置の駆動方法であって、
上記画素に表示画像に応じた表示画像電圧を供給する所定時間前に、当該画素に表示画像
電圧とは異なる予備書込み電圧を供給するようにしたことを特徴とするマトリクス表示装
置の駆動方法。
【００７９】
（付記１６）上記予備書込み電圧は、一定の電圧であることを特徴とする付記１５に記載
のマトリクス表示装置の駆動方法。
（付記１７）上記データ信号線を介して上記予備書込み電圧を上記画素に供給した後、連
続して上記表示画像電圧を供給するように上記データ信号線を駆動することを特徴とする
付記１５に記載のマトリクス表示装置の駆動方法。
【００８０】
（付記１８）上記予備書込み電圧を上記画素に供給するための予備書込み信号を上記画素
に供給した所定時間後に、上記予備書込み信号に対して信号幅および位相の少なくとも一
方が異なり、上記表示画像電圧を上記画素に供給するための表示画像書込み信号を上記画
素に供給することを特徴とする付記１５に記載のマトリクス表示装置の駆動方法。
（付記１９）上記予備書込み信号は、上記表示画像書込み信号を所定の信号によりマスク
して生成することを特徴とする付記１８に記載のマトリクス表示装置の駆動方法。
【００８１】
【発明の効果】



(13) JP 4187962 B2 2008.11.26

10

20

30

　本発明によれば、応答前および応答後に表示画像として表示する画像の階調変化にかか
わらず、表示装置における応答速度を速くし、表示画像を速やかに表示することができる
とともに、表示画像のコントラストの低下を抑止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態によるマトリクス表示装置を適用した液晶表示装置の一構成例を
示すブロック図である。
【図２】第１の実施形態における液晶表示装置を駆動する駆動波形の一例を示す図である
。
【図３】表示データ電圧および予備書込み電圧を生成する動作を説明するための図である
。
【図４】表示データ書込みパルスおよび予備書込みパルスを生成する動作を説明するため
の図である。
【図５】第１の実施形態における液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図６】第２の実施形態によるマトリクス表示装置を適用した液晶表示装置の一構成例を
示すブロック図である。
【図７】第２の実施形態における液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図８】液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートの他の例を示す図である。
【図９】予備書込みパルスおよび表示データ書込みパルスの他の例を示す図である。
【図１０】表示画素の階調変化に対する応答速度の一例を示す図である。
【符号の説明】
１　信号源
２　制御回路
３　タイミングコントローラ
４　ゲート制御信号生成回路
６　基準電圧作成回路
７　電源回路
８　ゲート駆動回路
９　データ駆動回路
１０－１～１０－ｎ　ゲートドライバ
１１－１～１１－ｍ　データドライバ
１２－１～１２－ｎ　画素
１３　表示部
Ｇ１～Ｇｎ　スキャンライン
ＤＬ　データライン
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